
 

 

 

 

チューター制度について  

１．チューター制度の目的 

渡日直後の外国人留学生が日本での学生生活に早くとけこみ、学習と研究の効果を向上させる 

ことを目的としています。 
 

２．チューターの仕事 

役所での住民登録、銀行口座開設の手続き等への同行（簡単な通訳含む）および授業や生活に 

ついての個別の相談相手として、チューターは留学生にとって非常に大きな存在です。 

そのぶん大きなやりがいも感じられます。 
 

３． 対象者 

日本語＆英語での基本的なコミュニケーションに抵抗・支障の無い方。 

※語学力アップを目指している方、日本語の話せる留学生も大歓迎です。 

※他部局に所属の方もお申込みいただけますが、申込者多数の場合は、公共政策大学院に在籍する学生を 

優先とさせていただきますので予めご了承ください。 

 

 

４. 申し込み方法 

登録制です。あらかじめご登録いただいた方の中から実際にお願いする方を任命します。 

（※チューターさんと留学生とのマッチングは 7月中旬頃から行う予定のため、なるべく早めのご登録をお待ちしています。） 
 

 

５.  期間 

2015 年 8 月または 9月～ 2016 年 3 月まで、70 時間（月平均 10 時間くらい） 

（ご都合がつけば、その後も卒業まで引き続きお願いしています。) 

 

６.  謝金 

900 円（時給）× (最大)70 時間 まで  

                                                                                                       

公共政策学教育部に所属する外国人留学生の生活サポーター（チューター）を大募集して

います！ 

この秋（8月中旬～9月初めに渡日）新たに50名程の外国人留学生がGraSPPに入学します。

GraSPPそして東大の国際化のために、ぜひ積極的なサポートをお待ちしています。 

ご興味のある方は、国際企画チーム・大野（629号室）までお気軽にお声掛けください。 

   

 

 

 

 

 

 

公共政策学教育部 国際企画チーム 大野 

第 2本部棟 6階 629 号室〈国際交流支援室〉 

pryugaku@pp.u-tokyo.ac.jp 03-5841-0860 
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